
様式第１０号（第１１条関係）

販路開拓支援補助金の事業実績報告書 

企業名（名称） しっぺい株式会社
代表者氏名 代表取締役 磐田 太郎 

① 事業名 「〇〇〇〇」の販路開拓事業 

② 事業実施期間 

（展示会等の場合、開催日） 
令和○年○月○日 ～ 令和○年○月○日 

③ 補助事業の取組内容 

※事業収支の状況については、別紙［様式第３号 販路開拓支援補助金の収支決算書］のとおり

※事業計画書の内容に沿ってなるべく具体的（数値、期間等）に記載してください 

例１：専門家等からの指導や助言活用 

新たに「〇〇〇〇」の販路を開拓するため、「業者名：○○○○」に業務委託を依頼した。 

※委託内容を記載。（期間：〇月〇日から〇月〇日まで）） 

例２：ECサイトの構築、ホームページ作成 

現状のＨＰでは販売・決済機能がなかったため、新たな販売先獲得の取り組みとしてカート機能、

決済機能を実装し、受注増を図った。（受注期間：〇月〇日から〇月〇日まで） 

【作成 URL】https://xxxxxxxxxxxxx.jp ＋画面コピーの添付 

例３：インターネット広告、チラシ作成及び配布 

「業者名：○○○○」に依頼し、インターネット広告を掲載した。 

※閲覧数等の効果を記載。（掲載期間：〇月〇日から〇月〇日まで） 

印刷会社に依頼をして新たなサービスに関するチラシを〇枚作成し、店頭で配布することで幅広

い年齢層の集客を図った。（配布期間：〇月〇日から〇月〇日まで） 

事業実施終了日は、（様式第 9号）

完了報告書の完了の年月日と同日 

※販路開拓の場合



④ 事業の効果 

※事業計画書の内容に沿ってなるべく具体的（数値、期間等）に記載してください。 

例１：委託事業者の助言により「○○○○」を実施した。本対応により○○の効果が期待できる。

〇年〇月より展開を開始する。 

例２：ホームページを刷新（カート機能、決済機能の追加）したことで顧客から評価を得ている。

定期的に新商品やイベント情報アップして、これらの良い評価を持続させて行きたい。本事業を

きっかけに、今まで取引がなかった市外企業からも問い合わせがあり、新規の取引につながるこ

とが期待できる。 

例３：商品 PR 効果は、当初予想を上回る反響があり、本事業の実施に対し、〇件の電話、メー

ルによる問い合わせがあった。 

⑤ 今後のプラン 

・具体的な売上増加目標、時期等 

例：前年比〇％UP、〇という商品の売上〇個で〇円の売上、HPの閲覧数〇件 

・上記に記入した売上目標を達成するための具体的なプラン等 

 例：作成した広報物を展示会や営業活動の際に使用して自社製品の PRを行う。 

・補助事業完了後～１年後の事業展開 

例：このまま順調に目標数値に近づくと、現在の従業員数では、対応しきれないため、今後、

従業員の増員も検討している。 

補助事業完了後３カ月後、１年後を目安にフォロー調査を行います。 

進捗について、伺いますのでご承知おきください。 


